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は

拙
速
に
体
制
を
打
破
し
よ

う
と

し
た

の

で

は

な
く、

高
度
な
バ

ラ

ン

ス

感
覚
を

保
ち
な
が
ら
妥
協
し、

状
況
打
開
の

機
会
を
う
か
が

っ

て

い

た

と

解
釈
す
べ

き
で

は

な
い

か．、

最
悪
の

状
況
を

受
け
入
れ

た

上

で

最
善
を
尽

く
す
戦
略
は
、

ゲ
ー

ム

論
で

は

「

鞍
点
」

と

表
現
さ
れ

る
。

親
友
の

下
村

は
、

軍
部
と

巧
み
に

妥
協
し
な
が
ら、

最
後
は
終
戦
の

玉
音
放
送
を

実
現

し、

終
戦
に
貢
献
し
た

。

高
嶋
も
同
様
に

「

鞍
点
」

を

維
持
し
て

対
イ
ン

ド
放
送
に

参
加
し、

最
後
に

は

終
戦
に

貢
献
し
た

と

解
釈
す
べ

き
だ

。

当

時、

権
力
に
対
す
る

微
妙
な
位
置
を
保
ち
な
が
ら、

巧
み
に

終
戦
の

機
会

を

う
か
が
っ

て

い

た

人
は、

こ

の

二

人
以
外
に

も
い

た

か
も
し
れ
な
い

。

戦
時
下
の

状
況
を
少
し
で

も
受
け
入
れ
た
人
を
叱
責
す
る

よ

う
な
歴
史
観

で

は
、

こ

う
し
た
人
物
は

評
価
さ
れ
え
な
い

の

で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま
と

め

大

　
谷

　
栄

　

報
告
者
た
ち
は

、

．
一
〇
〇

七

年
よ
り

、

共
同
研
究
プ
ロ

ジ

ェ

ク
ト
・

新

佛

教
研
究
会
（
科
研
費
基
盤
研

究
（

B
）

「

近
代
日
本
に

お
け
る

知
識
人
宗

教

運
動
の

言

説
空

間
1

『

新
佛
教
』

の

思

想
史
・

文

化
史
的
研
究
」

、

代

表

者
冖

吉
永
進

こ

を
通
じ

て、

新
仏
教
運
動
を
中
心
と
す
る

近

代
ロ
本

仏

教
史
に

関
す
る

調
査
・

研
究
を
進
め

て

き
た

。

そ
の

成
果
は

、

過
去
＝ ．

年
間
に

実
施
し

た
パ

ネ
ル

を
通
じ
て

公

表
し

て

き
た

。

本
パ

ネ
ル

は
、

こ

れ
ら
の

成

果
を
踏
ま
え
た
、

最

終
報
告
と
い

う
べ

き
位
置
づ

け
を
持
つ

。

　

今
回

は
、

近

代
東
ア

ジ
ア

世

界
と
新
仏

教
運
動
の

関

係
を
テ

ー
マ

と
し

た
。

新
仏

教

徒
た
ち
が

帝
国
円

本
の

戦

争
や

植
民
地
政

策
と

の

関
連
の

中

で
、

近
代
東
ア

ジ

ア

世
界
と
ど

の

よ

う
に
関
わ
っ

た
の

か
を
ト
ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ
ル

な
視
点
か

ら
検
討
す
る

こ

と

が、

今
回
の

パ

ネ
ル

の

目
的
で

あ

る
。

　

大
谷
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
次
元
の

相
互

作
用
に

着
目
し

、

ト
ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ
ル
・

ヒ

ス

ト
リ
ー

的
な

帝
国
史
砺
究
と

い

う

視
点
か
ら、

新
仏
教

研

究
な
ら
び

に
近
代
仏
教
史
を

捉
え

直
す
こ

と
を
提

案
し
た

。

高

橋
は、

新

仏
教
徒
独
自
の

ア

ジ

ア
へ

の

視
線
が
あ
る
と
は
い

え
な
い

が
、

雑
誌

「

新

佛
教
』

が
国
内
外

、

植
民
地
内
外、

仏
教

界
内
外
に

生

ず
る

緊

張
と
バ

ラ

ン

ス

の

上

に
言
説
を
生
成
し
得
た

仏
教
系
メ

デ

ィ

ア

で

あ
る

こ

と
を

明
ら

か
に

し
た
。

新
仏
教
徒
の

多
様
な

戦
争
観
を
分
析
し

た

守
屋
は
、

多
く
の

論

者
が
仏
教
に

基
づ

い

た

議
論
を

あ
ま
り
し
な
い

中
、

鈴
木
大

拙
と

井
上

秀
天
の

論

説
は

仏
教
信
仰
に

基
づ

い

た

社
会
倫
理
を
示
し
た
事
例
で

あ
る

と

指
摘
し
た

。

坂
本
は
、

ラ

ジ

オ

が
戦
意
昂
揚
プ
ロ

パ

ガ

ン

ダ

の

道

具
と

化
し
た
状
況
で
、

高
嶋
米
峰
は

高
度
な
バ

ラ

ン

ス

感
覚
を
保
ち
な
が
ら

、

状

況
打
開
の

機
会
を
う
か

が
っ

て

い

た

の

で

は
な
い

か
と
の

解

釈
を

提
示

し
た

。

　
コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

岩
田

文
昭

氏
か
ら
は
、

今
回
の

パ

ネ
ル

で

は

ト
ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ

ル

な
相
互

関

係
性
が

検
討
さ

れ
た
が、

「

戦
争

推
進
」

対

「

戦

争
反

対
」

、

「

抑
圧
」

対
「

抵
抗
」

の

よ

う
な

従
来
の

新
仏

教
研
究
の

持
つ

二

項
対
立
図
式
を
ど

れ

だ

け
乗
り
越
え
る

こ

と
が
で

き
た

の

か、

と

い

う
指
摘
が
最
初
に

投
げ
か

け
ら

れ
た

。

次
に

大

谷
報

告
に

対
し
て、

中

国
の

仏
教

雑
誌
に

転
載
さ
れ

た

新
仏
教
徒
の

論
文
は

戦

争
推
進
の

論
理
に

用
い

ら
れ、

超
越
的
原
理
を

提
供
で

き
な
か
っ

た
の

で

は
な
い

か
と
の

質

問
が
寄
せ

ら
れ
た

。

そ
れ
に

対
し

て

大
谷
は、

戦

争
批

判
の

論

文
が

転
載

さ

れ
て

い

な
い

か

を

検
討

す
る

必

要
が

あ
る

と

答
え
た

。

高
橋
報
告
に
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は
、

『

新
佛
教
』

が

植
民
地

行
政
・

教

育
・

布
教
の

当

事
者
達
も

含
む

多

様
な
人
々

を

網
羅
す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

で

あ
る
こ

と

は

わ

か
っ

た

が、

そ

の

こ

と

で

戦
争
反
対
か

賛
成
の

二

項
図
式
を
超
え
る

可
能
性
と
、

植
民
地

文
化
に

対
す
る

「

上

か

ら

目
線
」

の

態
度
を
克
服
す
る

可
能
性
が

あ
っ

た

の

か
と
の

質
問
が
な

さ
れ
た

。

高
橋
は、

『

新
佛
教
』

が

様
々

な
陣

営
を

つ

な

ぐ
言

論
の

場
で

あ
っ

た
が

ゆ

え
に、

可
能
性
と

し
て

は

あ

り
え
た

が
、

社

会
主
義

弾
圧
に

屈
し
て

廃
刊
に

追
い

込
ま
れ
た

事

情
を

考
え
る

と
、

そ
の

後
の

国
家
神
道
体
制
下
で

独
自
の

ポ

ジ

シ
ョ

ン

を

保
ち

得
る

の

は

難
し

か
っ

た
、

と

答
え
た

。

守
屋
報
告
に

対
し

て

は、

戦

争
協
力
者
か

批
判
者
か

意

見
が
わ
か

れ

る

鈴
木
大
拙
に

つ

い

て
、

意

見
を
さ

ら
に

聞
き

た

い

と

の

問
い

か

け
が

あ
っ

た
。

こ

れ
に
対
し
て

守
屋
は
、

「

潜
在
的
な

批
判

者
」

と
い

え
る

の

で

は
な
い

か
、

エ

ッ

セ

イ

や

著
作
な
ど
の

公
的
な

発
言
以
外
に

、

私
的
な

書
簡
や
［

［

記
を
あ
わ

せ

て

検
証
す
る
必
要
が
あ
る

と

答
え
た

。

坂

本
報
告
に

対
し
て

は、

鞍
点
戦

略
の

う
ち
何
を

も
っ

て

「

最
善
」

と

す
る

の

か
、

高
嶋
の

具
体
的
活

動
か
ら

抽
象
的
思

想
が

生

ま

れ
た
例
は

な
い

の

か
と

い

う
質
問
が
な
さ
れ

た
。

坂
本
は
、

鞍
点
戦
略
と

い

う
捉
え
方
は、

高
嶋
が
自

身
で

信
じ

る

内
容
を

最
大
限
言
え
た

か
と

い

う
点
の

み
を
問
題
に
し
て

お

り、

後
世
に

お
け
る

そ
の

主

張
の

評
価
は

別

の

問
題
で

あ
る、

高
嶋
の

具
体
的
活
動
と
抽

象
的
思
想
の

相
互
作
用
を

考

察
す
る

に

は
、

「

新
佛
教
』

の

時
代
よ

り
も、

資
料
が

あ
れ

ば

大
正
］

○

年
の

聖

徳
太
子

＝一一
〇

〇

年
法
要
の

ほ

う
が
有
意
義
で

あ
る

と

答
え
た

。

　

今
回
の

パ

ネ
ル

を

通
じ

て
、

過
去
三

年
間
の

パ

ネ
ル

も
含
め

た

新
仏
教

研
究
（

さ

ら
に

は

近
代
仏
教
研
究）

の

課
題
が
明

確
に

な
っ

た
。

こ

の

四

年
間
の

取
り
組
み

を

共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト

の

成
果
と
し
て

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト
で

き
れ
ば
と

思
う

。

日

本
宗
教
の

環
境
倫
理

と

社
会
活
動

代
表
者
・

司
会
　
寺
田
喜
朗

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
小
島
伸
之

シ

ン

プ
ル

ラ

イ
フ

普
及
セ

ン

タ
ー

の

　

仏

教

理

念
と

市
民
的
実

践

小

笠

原

　
宏

樹

　
環
境
問
題
に

取
り
組
む

宗
教

者
の
一

例
と
し

て
、

静

岡
県
の

一

寺
院
に

事
務
所
を
置

く
NPO

法
人
シ

ン

プ
ル

ラ

イ

フ

普

及
セ

ン

タ
ー

を
と

り
あ

げ
る

。

メ

ン

バ

ー

は
既
成
教
団
（
仏

教
・

神
道
・

キ

リ

ス

ト
教
）

に

属
し

つ

つ

「

簡
素
な
生
活
文
化
の

実
践
に

よ
る

持
続
可
能
な
社
会
づ

く

り
」

を

呼
び
か
け
て

き
た

。

　
一
　

政
教

分
離
原
則
と

全
体
の

利
益
増
進
へ

の

貢
献

　
NPO

法
人
は

、

「

宗
教
の

教

義
を

広
め、

儀
式
行
事
を
行
い
、

及
び

信
者
を
教
化

育
成
す
る

こ

と

を
主
た

る

目
的
と

す
る

も
の

で

あ
っ

て

は
な

ら
な
い

（
NPO

法
第
2
条
第
2
項
第
2
号
イ）
」

と

さ
れ
る

。

た
だ
、

こ

れ
は
一

般
的
な
公
益
（

人
権
・

平
和
・

環
境
・

健
康
等
の

肚
俗
的
価
値）

増
進
を
め

ざ
す
NPO

活
動
ま
で

宗
教
者
に

禁
じ

た

も
の

で

な

い
。

そ
こ

で

当
該
団
体
の

定
款
第
3
条
（

目
的
）

で

は
、

こ

の

ラ

イ
フ

ス

タ
イ
ル

見

直
し
運
動
に

つ

い

て

「

こ

の

法
人
は
、

古
今
・

東
西
の

人
文
・

社
会
思
想

あ
る
い

は

流
行
等
に

あ
ら
わ

れ

た

『
簡
素
な
生

活
」

様
式
と
、

こ

れ

に
関

連
す
る

科
学
技
術
上
の

実
際
的
問
題
を
、

研
究
者、

経
営
者、

市
民
が
共

同
し
て

調
査
・

研
究
し

、

そ
の

広
範
な

領
域
の

な
か

か

ら
今
後
の

現
代
生
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